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●地域で育てよう地域の子どもたち 青少年健全育成月間（2～3）● 地域で育てよう地域の子どもたち　青少年健全育成月間（2～3）
● 特集 知っ得納得税制改正（4～7）● 特集　知っ得納得税制改正（4～7）

父親対象の子育て講習会「パパｔｒｙ（トライ）」　父親対象の子育て講習会「パパｔｒｙ（トライ）」
には父親だけでなくご家族の方も多数参加。「私の子には父親だけでなくご家族の方も多数参加。「私の子
どものころは自分でつくるしかなかったからね」といどものころは自分でつくるしかなかったからね」とい
うおじいちゃんは、おもちゃづくりもお手のもの。かうおじいちゃんは、おもちゃづくりもお手のもの。か
わいいお孫さんと何をお話ししたのでしょうか。わいいお孫さんと何をお話ししたのでしょうか。
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地
域
で
育
て
よ
う 
地
域
の
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　

月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

１１

  
有
害
環
境
の
実
態

　

市
内
に
は
、
露
骨
な
性
表
現
が

過
剰
に
描
写
さ
れ
て
い
る
成
人
向

け
の
ア
ダ
ル
ト
雑
誌
・
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ
等
を
収
納
し
て
い
る
自
動

販
売
機
が
多
く
あ
り
ま
す
。
自
動

販
売
機
は
、
人
に
会
う
こ
と
な
く
、

い
つ
で
も
誰
で
も
購
入
で
き
る
た

め
、
発
達
途
上
で
あ
る
青
少
年
の

利
用
と
そ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
こ
の
有
害
図
書
自
動
販
売
機

の
設
置
台
数
が
、
長
野
県
は
全
国

　

位
で
あ
り
、
人
口
比
率
か
ら
考

14え
る
と
大
変
台
数
の
多
い
県
と
言

え
ま
す
。東
御
市
は
、県
内
3
7
0

台
中
の　

台
と
い
う
ワ
ー
ス
ト
２

３６

位
の
多
さ
で
す
。

　

有
害
図
書
自
動
販
売
機
の
周
辺

は
、
購
入
さ
れ
た
ア
ダ
ル
ト
商
品

や
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
で
あ
ふ

れ
、
大
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
表

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
大
人

の
背
中
を
見
て
い
ま
す
。
子
ど
も

は
大
人
の
鏡
で
す
。
大
人
の
モ
ラ

ル
を
回
復
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊
青
少
年
の
前
で
ア
ダ
ル
ト
雑
誌

を
見
て
い
ま
せ
ん
か
？

＊
不
用
意
に
ア
ダ
ル
ト
雑
誌
を
捨

て
て
い
ま
せ
ん
か
？

＊
ゴ
ミ
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

＊
青
少
年
が
ア
ダ
ル
ト
雑
誌
を
立

ち
読
み
し
て
い
た
ら
声
を
掛
け

ま
し
ょ
う
。

＊
コ
ン
ビ
ニ
や
書
店
、
ビ
デ
オ
店

な
ど
の
ア
ダ
ル
ト
商
品
の
取
り

扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
ア
ダ
ル
ト
雑
誌
な
ど
が
捨
て
ら

れ
て
い
た
ら
、
青
少
年
の
目
に

付
か
な
い
よ
う
に
片
付
け
ま

し
ょ
う
。

◎
青
少
年
に
配
慮
し
て
い
る
店
舗

に
は
青
少
年
健
全
育
成
協
力
店
の

シ
ー
ル

が
貼
付

さ
れ
て

い
ま
す
。

　

９
月　

日
、「
青

１６

少
年
環
境
浄
化
研

究
委
員
会
」が
設

置
さ
れ
、市
長
か

ら　

名
の
委
員
が

１５
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、

　

年
3
月
末
に
提
出
さ
れ
た
提
言

１７書
の
４
つ
の
項
目
に
基
づ
き
、
有

害
環
境
排
除
と
健
全
育
成
を
目
標

に
、
東
御
市
の
青
少
年
の
た
め
の

よ
り
良
い
環
境
浄
化
の
方
策
を
研

究
し
ま
す
。

１
、
住
民
意
識
の
高
揚
を
図
る

２
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
に
う

つ
す

３
、
行
政
組
織
の
充
実
を
図
る

４
、
条
例
を
視
野
に
入
れ
た
調
査

研
究
を
す
る

 
見
直
そ
う
大
人
の
モ
ラ
ル

 
青
少
年
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う

 
青
少
年
環
境
浄
化
研
究

 　

委
員
会
の
取
り
組
み 青少年健全育成協力

店に貼付されている
シール

青少年が健全に育つ環境づくりは大人の責務です

重点目標は

「有害環境排除運動の推進」です

設置
箇所台数地域名順位

552塩尻市1

336東御市2

326旧穂高町3

325丸子町4

222旧豊野町5

220箕輪町6

318伊那市7

314上田市8

台数都道府県順位

1,563大 阪 府1

1,116東 京 都2

735千 葉 県3

721北 海 道4

695京 都 府5

679神奈川県6

…

370長野県１4

県内の有害自動販
売機の地域別状況

全国の有害自動販
売機台数の状況

お手玉づくり教室（東部中）お手玉づくり教室（東部中）

（
出
典：

平
成　

年
度
長
野
県
青
少
年
に
有
害

１６

　
　
　
　

な
地
域
環
境
実
態
調
査
結
果
）
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有
害
図
書

自
動
販
売
機

は
、
よ
く
売

れ
て
反
対
運

動
の
起
こ
ら

な
い
地
域
に

設
置
さ
れ
や

す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

空
き
地
が
あ
れ
ば
、
業
者
は
「
ア
ダ
ル

ト
商
品
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
に
は
触

れ
な
い
で
契
約
を
勧
め
て
き
ま
す
。
契

約
期
間
は
長
く
、
一
旦
契
約
す
る
と
３

年
〜
５
年
間
続
き
撤
去
は
困
難
で
す
。

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
成
会
な
ど
地
域

ぐ
る
み
で
、「
自
分
た
ち
の
地
域
に
は

有
害
環
境
を
入
れ
な
い
！
」
と
い
う
意

志
を
常
に
確
認
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
み

ん
な
で
「
有
害
環
境
Ｎ
Ｏ
宣
言
」
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

　青少年のための環境チェック活動を一

緒にしませんか？今月は青少年の環境

チェック月間です。青少年に有害なもの

がどのように販売されているか、どんな

配慮がされているか、店舗や自販機コー

ナーを巡視します。地域の役員の皆さん、

健全育成に関心のある皆さん、ご参加く

ださい。

◎日時等詳細は回覧版、チラシなどでお

　知らせします。

　自分たちの地区の青少年が健全に育つために、地域とし

て何ができるか、青少年の実態や有害環境等について、日

ごろ感じていることを話し合いましょう。

〈時期〉　１1月下旬

〈場所〉　地区公民館など

〈対象〉　区役員、育成会、ＰＴＡ、補導員、民生児童委

　　　　 員など育成に関わる地域の皆さん

◎市内５地区、５箇所で開催します。詳細は回覧版、チラ

　シなどでお知らせします。

　お誘い合わせの上、奮ってご参加ください。

　　地域の
　　皆さんへ

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

�　

―
５
８
８
５

６４

環境チェック活動 青少年健全育成地区懇談会

　

滋
野
地
区
に
有
害
図
書
自
動
販

売
機
が
８
台
新
規
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
一
刻
も
早
い
撤
去
に
向
け
て

地
域
で
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
を
取
り
巻
く
「
税
」。
今
、
三
位
一
体
改
革
に
お
け
る
所

得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、
税
制
改
正
が
抜

本
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
　

月　

日（
金
）〜　

日（
木
）は
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

11

11

17

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
今

回
、
昨
年
市
役
所
で
税
の
理
解
を
深
め
た
東
部
さ
ん
と
北
御
さ
ん

が
再
登
場
。
こ
の
二
人
と
一
緒
に
改
正
が
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
改
正
内
容
を
理
解
し
、
税
に
対

す
る
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。　

市役所職員

税務課住民税係

で住民税関係を

担当。

東部さん（市民）

夫と子ども３人の

５人家族。夫は長

野市に勤めている。

子育てのため、現

在は主婦に専念し

ている。

北御さん（市民）

夫と子ども２人、

祖父、祖母の６人

家族。夫は東御市

内に勤めている。

現在はパートタイ

マー勤務。

　

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
中
に
会
っ

た
東
部
さ
ん
と
北
御
さ
ん
・
・
・

　

今
年
も
、
あ
と
２
カ

月
。
主
人
か
ら
「
年
末

調
整
に
必
要
な
生
命
保

険
な
ど
の
証
明
書
を
準
備
し
て
お

い
て
！
」
と
頼
ま
れ
ち
ゃ
っ
た
。

や
っ
ぱ
り
こ
の
時
期
、
税
金
（
所

得
税
）
が
気
に
な
る
よ
ね
。

　

そ
う
そ
う
。
昨
年
の

税
制
改
正
で
は
、
私
た

ち
専
業
主
婦
に
関
係
す

る
大
き
な
改
正
だ
っ
た
か
ら
、
よ

け
い
よ
ね
。
そ
れ
に
、
マ
ス
コ
ミ

で
「
○
○
税
・
・
・
」
な
ん
て
聞

く
と
、
や
っ
ぱ
り
心
配
に
な
っ

ち
ゃ
う
し
。

　

「
改
正
」
と
聞
く
と
、

や
は
り
敏
感
よ
ね
。
う

〜
ん
、
私
・
・
・
、
気

に
な
る
こ
と
が
一
つ
あ
る
ん
だ
〜
。

広
報
７
月
号
に
「
市
税
条
例
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
」
と
い
う
記
事
が

載
っ
て
い
た
け
ど
、
何
か
し
ら
私

た
ち
に
と
っ
て
も
影
響
が
あ
る
ら

し
い
の
よ
。

　

え
〜
、
本
当
？
私
た

ち
の
家
計
に
影
響
す
る

話
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
ね
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

聞
い
て
み
れ
ば
い
い
よ
ね
。
さ
っ

▲社会は皆さんの税金に支えられています



5

とうみ

そ
く
、
市
役
所
に
行
っ
て
み
よ
う

よ
。

　

去
年
、
税
制
改
正
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
年
２
月
に
医
療
費
還
付

を
受
け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
し

ま
し
て
、
還
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

主
人
が
納
め
て
い
る

住
民
税
に
つ
い
て
も
、

明
細
書
を
一
つ
ひ
と
つ

確
認
し
ま
し
た
。
住
民
税
は
均
等

割
と
所
得
割
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
て
、
毎
月
の
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
高

い
け
れ
ど
･
･
。（
笑
）

　
　

年
度
の
税
制
改
正

１7
に
つ
い
て
、
広
報
で
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
「
何
が
、
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
」
説
明
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

　

税
に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　

年
度
の
税
制
改
正
に
つ
い

１7

て
は
、
そ
の
内
容
を
７
月
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
も
う

一
度
、
一
緒
に
確
認
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　

は
い
、
お
願
い
し
ま

す
。
で
も
、
税
に
関
し

て
の
言
葉
は
難
し
い
の

で
、
や
さ
し
い
言
葉
で
お
願
い
し

ま
す
ね
。　

ま
ず
、「
定
率
減
税
」

っ
て
、
何
か
ご
存
知
で

す
か
。

　

そ
う
い
え
ば
、
確
定

申
告
で
税
額
を
算
出
す

る
と
き
に
、
定
率
減
税

額
と
い
う
欄
が
あ
っ
て
、
計
算
し

て
出
た
税
額
か
ら　

％
差
し
引
い

２０

て
も
ら
っ
た
わ
。

　

そ
う
そ
う
、
主
人
の

源
泉
徴
収
票
の
摘
要
に
、

「
年
調
定
率
控
除
額
○

○
○
円
」
と
打
ち
出
し
が
さ
れ
て

い
た
わ
よ
。
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
あ
ん

ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
け
ど
。

 
定
率
減
税
っ
て
、何
？

源
泉
徴
収
票
な
ど
は
見

落
と
し
が
ち
で
す
が
、

よ
く
注
意
さ
れ
て
い
ま

し
た
ね
。
こ
の
定
率
減
税
は
、
所

得
税
で
は
税
額
の　

％
相
当
（　

２０

２５

万
円
を
限
度
）
が
、
個
人
住
民
税

で
は
税
額
の　

％
相
当
（
4
万
円

１５

を
限
度
）
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。
つ
ま
り
、
本
来
納
め
る
べ
き

税
額
を
求
め
、
そ
の
額
か
ら
定
率

控
除
額
を
引
い
た
額
を
納
税
額
と

し
て
い
る
も
の
で
す
。
改
正
に
よ

り
、
平
成　

年
分
の
所
得
税
、
ま

１８

た
、　

年
度
の
住
民
税
で
、
こ
の

１８

「
定
率
減
税
」
は
減
額
さ
れ
、
現

行
の
１
／
２
に
縮
減
さ
れ
ま
す
。

（
表
１
参
照
）

※
定
率
減
税
は
、
平
成　

年
度
税

１１

制
改
正
で
、
当
時
の
「
著
し
く
停

滞
し
た
経
済
活
動
の
回
復
に
資
す

る
」
た
め
に
、
個
人
所
得
課
税
の

抜
本
的
見
直
し
ま
で
の
間
の
特
例

措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
、
以
後
継

続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
所

得
税
も
、
住
民
税
も
、

納
め
る
税
額
が
あ
る

場
合
は
、
こ
の
定
率
控
除
を
さ
れ

た
後
の
税
額
で
納
め
て
い
た
こ
と

に
な
る
か
ら
、
こ
の
改
正
は
、
主

人
を
含
め
、
税
負
担
を
し
て
い
る

者
全
体
に
影
響
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
･
･
･
。

　

住
民
税
の
場
合
、
均

等
割
の
み
納
め
て
い
る

方
も
お
り
ま
す
か
ら
、

一
概
に
「
全
て
が
・
・
」
と
は
言

い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
税
負
担
い
た

だ
く
方
の
多
く
が
こ
の
改
正
の
影

響
を
受
け
、
税
負
担
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。（
表
２
参
照
）

定率減税縮減による所得税・個人住民税の
年間負担額の変化（夫婦子２人）

負担額の変化１８年（度）分負担額１７年（度）分負担額 給与収入

      700円     8,300円     7,600円300万円

17,600円177,400円159,800円500万円

41,000円418,000円377,000円700万円

（注）１．子のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
　　　２．給与所得者が１人の場合の負担額です。
　　　３．一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

　　　　定率減税の縮小
　個人住民税と所得税に係る定率減税の額が、これまでの２分の１に縮小されます。
　　
　
　
　
　
　
※上記の改正は、住民税と所得税の制度の違いにより、対象となる収入の支払時期が異な
　ります。
※個人住民税は平成１８年度（平成１７年１月から１２月までに支払われる収入）から、所得税
　は１８年分（平成１８年１月以降に支払われる収入）から実施されます。

〔表２〕

〔表１〕

 
市
役
所
税
務
課
窓
口
で

　

な
〜
ん
か
、
私
た
ち

の
税
負
担
が
増
え
る
ば

っ
か
り
で
す
ね
・
・
。

た
め
息
が
出
ち
ゃ
う
。

　

昨
年
の
改
正
も
そ
う

で
す
が
、
国
と
地
方
の

い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
改

革
の
一
環
と
し
て
、
経
済
・
社
会

の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
定
率
減

税
の
縮
減
・
廃
止
と
あ
わ
せ
て
、

平
成　

年
度
ま
で
に
所
得
税
か
ら

１８

個
人
住
民
税
へ
の
本
格
的
な
税
源

改　　　正　　　後改　　正　　前個人住民税

住民税所得割の７.５％相当額
（上限２万円）

→
住民税所得割の１５％相当額

（上限４万円）
個人住民税

所得税額の１０％相当額
（上限12.5万円）

→
所得税額の20％相当額
（上限25万円）

所　得　税
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移
譲
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら

な
ん
で
す
。

　

生
活
に
密
着
す
る
税

金
だ
か
ら
こ
そ
「
な
ん

で
私
た
ち
だ
け
･
･
」

と
思
っ
た
り
、
単
純
に
「
税
負
担

額
が
増
え
る
」
と
い
う
、
そ
ん
な

目
線
や
感
覚
に
な
っ
て
し
ま
う
の

は
私
だ
け
で
な
い
は
ず
。
だ
け
れ

ど
、
社
会
全
体
を
支
え
る
仕
組
み

が
、
大
き
な
過
渡
期
に
き
て
い
て
、

税
制
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。う
〜
ん
、大
き
な
流
れ
の

な
か
に
私
た
ち
が
い
る
ん
で
す
ね
。

　

や
り
き
れ
な
い
思
い

は
残
る
ね
。
で
も
、
国

に
入
る
国
税
と
市
や
県

に
入
る
地
方
税
の
割
合
を
変
え
る

た
め
の
税
制
改
正
が
今
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

年金収入に対する市・県民税（個人住民税）負担の変化
（65歳以上・扶養なし）

参考　　　
給与所得者

改正後（平成
１８年度から）

改正前（平成
１７年度まで）

年金収入額

59,500円46,500円→税負担なし245万円

38,100円15,500円→税負担なし178万円

27,100円税負担なし→税負担なし148万円

年金収入に対する所得税負担の変化
（65歳以上・扶養なし）

参考　　　
給与所得者

改正後（平成
１７年度から）

改正前（平成
１６年度まで）

年金収入額

103,800円78,300円→13,600円245万円

  61,900円18,000円→税負担なし178万円

  40,500円税負担なし→税負担なし148万円

（注）１．個人住民税及び、所得税算出にあたっては、基礎控
除以外、各控除額は対象外としています。

　　　２．給与所得者の税額算出にあたっては、年金収入額を
給与収入額として計算しています。

〔参考〕〔表３〕65歳以上の方に適用される非課税措置の廃止
　年齢65歳以上で合計所得金額が125万円以下の方に対
する非課税措置が、平成18年度から廃止されます。
　ただし、昭和１５年１月２日以前に生まれた方で合計所得
金額が125万円以下の方については、平成１８年度は税額を
３分の１、平成１９年度は３分の２とする経過措置が設けら
れています。
※平成１８年度より、65歳以上の方の公的年金収入の所得計
算式も変更されます。この２つの変更に伴い、従来は年
金収入2,666,667円以下の方は非課税でしたが、１８年度
からは以下の金額を超えると税額が発生する場合があり
ます。

�65歳以上の方で、収入が公的年金のみの場合の計算

※65歳以上の方でも、夫と死別している方などは、寡婦非
課税の適用があります。また、障害者手帳の交付を受け
ている方は障害者非課税の適用があります。この場合、
年金収入245万円以下の方は非課税となります。

　ただし、寡婦非課税や障害者非課税の適用を受けるには、
申告が必要となりますのでご注意ください。
�この改正は、平成１８年度分以後の個人住民税について適
　用されます。

住民税が課税される年金収入扶養親族数

148万円を超える場合０人

193万６千円を超える場合１人

定
率
減
税
も
「
個
人
所
得
課
税
の

抜
本
的
見
直
し
ま
で
の
間
の
特
例

措
置
」
で
開
始
さ
れ
た
も
の
で
す

か
ら
。
そ
れ
に
、
広
報
に
あ
っ
た

「
老
年
者
」
に
対
す
る
税
制
改
正

も
そ
の
一
環
の
改
革
と
考
え
る
べ

き
な
ん
で
す
ね
。

　

は
い
、
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
と
お
り
で
す
。
年

齢
だ
け
を
基
準
に
、
若

い
世
代
と
比
較
し
て
特
別
に
優
遇

し
て
い
る
措
置
の
見
直
し
が
さ
れ

ま
し
た
。
老
年
者
（　

歳
以
上
）

６５

に
対
し
て
、
次
の
３
つ
の
税
制
改

正
が
さ
れ
ま
す
。

 
年
齢　

歳
以
上
の
者
に
対
す
る

６５

 
非
課
税
措
置
の
廃
止（
表
３
参
照
）

年
齢　

歳
以
上
で
、
前
年
の
合

６５

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
者
に
係
る
個
人
住
民
税
の

非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

 
公
的
年
金
等
控
除
の　

歳
以
上

６５

 
の
者
の
上
乗
せ
措
置
の
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
表
４
参
照
）

　

・
公
的
年
金
等
控
除
の
う
ち
、

年
齢　

歳
以
上
の
者
の
上
乗

６５

せ
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

・
老
年
者
特
別
加
算
と
し
て
年

齢　

歳
以
上
の
者
の
公
的
年

６５

 
世
代
間
の
税
負
担
の
公
平

   
老
年
者
の
税
制
改
正

金
等
控
除
の
最
低
保
障
額
が

　

万
円
加
算
さ
れ
、
１
２
０

５０万
円
と
す
る
特
例
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。（
公
的
年
金

に
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
等
が
あ
り
、

障
害
年
金
、遺
族
年
金
は
非

課
税
）

 
老
年
者
控
除
の
廃
止 
（
表
５
参
照
）

　

納
税
者
本
人
が
、
そ
の
年
末
現

在　

歳
以
上
で
、
そ
の
年
の
所

６５
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
の
場

合
に
対
象
で
あ
っ
た
老
年
者
控

除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

知
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
家
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、主
人
に
比
べ
、税

負
担
は
軽
か
っ
た
の
�
そ
う
い
え

ば
、
年
金
と
給
料
の
違
い
や
扶
養

人
数
等
の
控
除
の
違
い
は
あ
る
け

ど
、
同
じ
く
ら
い
収
入
の
あ
る
主

人
と
比
べ
た
ら
、
所
得
税
も
住
民

税
も
、
今
ま
で
非
課
税
だ
っ
た
わ
。

　

た
し
か　

歳
を
境
に
、

６５

所
得
税
も
、
住
民
税
も
、

そ
の
年
に
納
め
る
税
負

担
が
緩
や
か
に
な
っ
た
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
わ
。
今
回
の
改
正
の

一
つ
で
あ
る
「
老
年
者
控
除
の
見

直
し
」
が
そ
れ
ね
。
所
得
要
件
で

対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
は
あ
る



7

とうみ

い
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
方
も
い
ま

す
か
ら
ね
･
･
。
そ
れ
に
、
生
活

に
直
結
す
る
税
で
す
か
ら
、
ち
ょ

っ
と
心
配
に
な
り
ま
す
よ
。

　

そ
う
よ
、
そ
う
よ
。

こ
の
改
正
で
は
、　

歳
６５

以
上
の
年
金
受
給
者
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
方
が
負
担
増

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
？

だ
っ
た
ら
、
心
配
よ
ね
！

　

そ
う
で
す
ね
。
担
税

能
力
に
関
し
て
個
別
差

は
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
税
負
担
は
公
平
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
夫
婦
（
夫
と

専
業
主
婦
の
妻
）
の
年
金
の
場
合
、

夫
の
厚
生
年
金
が
１
４
８
万
円
、

妻
の
国
民
年
金
が
7
9
・
4
万
円

ま
で
は
所
得
税
・
住
民
税
と
も
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
年
金

の
み
を
受
給
し
て
い
る
人
に
も
、

年
金
に
は
納
税
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
十
分
な
配
慮
を
し
て
い

る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

大
き
な
税
制
改
正
が

目
白
押
し
で
ビ
ッ
ク
リ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

税
の
負
担
が
よ
り
公
平
に
な
る
よ

う
、
世
代
間
で
の
税
負
担
を
平
均

化
す
る
た
め
の
改
正
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

昨
年
同
様
、
ク
ラ
ク
ラ
し
ち
ゃ
っ

た
け
ど
、
大
変
有
意
義
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

「
今
年
は
お
じ
い
ち

ゃ
ん
（
老
年
者
）
た
ち

を
対
象
に
、
大
き
な
税

の
改
正
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
正
し

く
、
し
っ
か
り
確
定
申
告
し
よ
う

ね
」
と
伝
え
る
つ
も
り
で
す
。
年

金
の
源
泉
徴
収
票
は
も
ち
ろ
ん
、

農
業
の
申
告
、
そ
し
て
、
控
除
と

な
る
書
類
を
し
っ
か
り
準
備
し
て
、

来
る
確
定
申
告
に
備
え
よ
う
と
思

い
ま
す
。

一
同　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
住
民
税
係

　

�　

―
５
８
７
７

６４

〔表４〕

公的年金等控除の変更
　65歳以上の方の公的年金等に係わる雑所得の計算式が

以下のように変更になります。

現行

年金収入が

　260万円未満　　→「年金収入」－140万円

　～460万円未満　→「年金収入」×0.75－75万円

　～820万円未満　→「年金収入」×0.85－121万円

　820万円以上　　→「年金収入」×0.95－203万円

改正

年金収入が

　330万円未満　　→「年金収入」－120万円

　～410万円未満　→「年金収入」×0.75－37万５千円

　～770万円未満　→「年金収入」×0.85－78万５千円

　770万円以上　　→「年金収入」×0.95－155万５千円

※65歳未満の方は従来通りです。

　この改正は、平成１７年分以後の所得税、平成１８年度分以

　後の個人住民税について適用されます。

〔表５〕

老年者控除の廃止
　従来、65歳以上の方に認められていた老年者控除が廃止

されます。

　ただし、夫と死別していて合計所得額が500万円以下の

方等は、老年者控除に代わり、寡婦控除を受けることがで

きる場合があります。寡婦控除を受けるには、申告が必要

になりますのでご注意ください。

　この改正は、平成１７年分以後の所得税、平成１８年分以後

の個人住民税について適用されます。

老　年　者　控　除

年齢65歳以上  所得

金額1,000万円以下

改　正現　行

廃　止
→住民税48万円

→所得税50万円

も
の
の
、
収
入
金
は
変
わ
ら
な
い

の
に
、
担
税
能
力
（
収
入
に
対
し

て
生
活
を
す
る
の
に
必
要
な
費
用

を
除
い
た
部
分
）
の
あ
る
皆
さ
ん

が
、
年
齢
の
み
で
控
除
が
加
算
さ

れ
る
の
は
お
か
し
い
と
思
っ
た
も

の
。

　

「
高
齢
者
い
じ
め
で

は
�
」
と
話
さ
れ
た
方

が
い
ま
し
た
。「
生
活

す
る
の
に
精
一
杯
な
ん
で
す
よ
」

と
、
こ
の
改
正
に
つ
い
て
切
実
な

問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
間
で
の
見

方
が
あ
る
旨
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
高
齢
化
が
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
し
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
に
は
、
お
年
寄
り
も
含

め
て
み
ん
な
で
社
会
を
支
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
お
年
寄
り
と
若

い
世
代
、
つ
ま
り
世
代
間
の
税
負

担
の
公
平
や
、
所
得
に
格
差
の
あ

る
お
年
寄
り
の
間
で
の
税
負
担
の

公
平
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
お
分
か
り
い

た
だ
け
ま
し
た
か
？

　

は
い
。
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
は
理
解
し
ま
し
た
。

で
も
、
各
々
の
生
活
が

違
う
よ
う
に
、
実
際
の
納
税
に
つ

い
て
は
、
担
税
能
力
の
あ
る
方
も
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誕生日おめでとう！（11 月生まれ）

 所 
ところ

　　 美 帆   ちゃん（本海野）
み ほ

（1歳、H16.11.3生）
　とっても食いしん坊でお兄
ちゃんに負けないくらいいたず
ら好き。男の子にたまに間違え
られるけどこの笑顔を見たら誰
も間違えないわよ�いつまでも
兄妹仲良くね。家族みんなの宝
物なのだから…�１歳のお誕生
日おめでとう！

 市  川 　 愛 唯   ちゃん（曽根）
いち かわ め い

（1歳、H16.11.4生）
　お兄ちゃん大好きな愛唯ちゃ
んお誕生日おめでとう。愛唯
ちゃんの笑顔がみんなのビタミ
ン剤です。これからもお兄ちゃ
んとにこにこ★キラキラ笑顔で
いてね。

 井  出 　 美 奈   ちゃん（八反田）
い で み な

（1歳、H16.11.23生）
　お姉ちゃん達に遊んでもら
うのが大好きな美奈！毎日元
気一杯で家族皆の太陽だね。
笑顔の素敵な心の優しい子に
成長してね。ゆっくり、ゆっ
くり、大きくなあれ！

 成  澤  蒼  一 郎   くん（本海野）
なる さわ そう いち ろう

（1歳、H16.11.29生）
　生後２週間、保育器から出ら
れなかったのが嘘のように元気
いっぱいの蒼。あの当時は40
㏄ のミルクも飲みきれなかった
よね。今では食べ過ぎて心配な
くらい。すくすく大きくなって
ね。蒼は家族みんなの宝物だよ。

 土  屋 　 優 太   くん（新張）
つち や ゆう た

（2歳、H15.11.4生）
　お姉ちゃんと遊ぶのが大好
きな優太くん。「なな、なな」
と呼び何でも“なな”のまね
をして楽しんでいる優太くん。
２人仲良く大きくなってネ�
優太お誕生日おめでとう！

 大  澤 　 礼 弓   ちゃん（乙女平）
おお さわ れ み

（3歳、H14.11.13生）
　礼弓お誕生日おめでとう！
保育園でお友達いっぱいでき
てよかったね。心の優しい、
明るい子に育ってくれること
を、パパとママは願ってるよ。
元気いっぱい大きくなーれ。

 荻 
おぎ

 原 　
はら

 七 穂
なな

   ちゃん（曽根）
ほ

（３歳、H14.11.19生）
　七穂�３才の誕生日おめで
とう！よくおしゃべりをして、
よく笑い、よく食べる。健康
そのものだね。お兄ちゃんと
仲良く元気いっぱい大きく
なぁれ�

 宮  島 　 生 弥   くん（西海野）
みや じま いく や

（3歳、H14.11.28生）
　３歳のお誕生日おめでとう。
お姉ちゃんと同じで、ちょっぴ
りはずかしがり屋さんだけど、
「ありがとう」「ごめんね」が
言えるとってもやさしい生弥。
まだまだ甘えんぼだけど、これ
からもお姉ちゃんと一緒に笑顔
いっぱいで大きくなろうね。

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

☆募集します!!☆
（対象者１2月生まれの３歳まで）

　写真・住所・氏名・ＴＥＬ・コメント６０

字程度を添えて企画課広報担当までお送り

ください。締め切りは、11月14日（月）必

着。

 饗  場 　 優 大   くん（東町）
あい ば ゆう だい

（1歳、H16.11.18生）
　優大が生まれてからもう一年
になるね。いつも優大は、素敵
な笑顔を見せてくれるね。優大
の笑顔を見ると、パパとママは
とっても幸せです。これからも
優しく大きく成長してね。１歳
の誕生日おめでとう！

 竹  内 　 堅 信   くん（田中）
たけ うち けん しん

（1歳、H16.11.2生）

　我が家のアイドル堅信�。美

月お姉ちゃんに負けないくらい、

わんぱくで元気いっぱいだけど、

かなりの甘えん坊�強くて、優

しい男の子になってね☆

 清  水 　
し みず

 諒 介
りょう

   くん（東上田）
すけ

（3歳、H14.11.20生）
　いつも優しく、明るく素直な
諒介に教えられ励まされてパパ
とママは毎日頑張っています。
いつのまにかもう３才。大きく
なったね。これからも元気にす
くすく育ってね。お誕生日おめ
でとう。
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とうみ

　

今
年
の
夏
は
、
８
月
６
日
の
広
島

市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和

祈
念
式
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。　

年
前
の
被
爆
当
日
と
同

６０

じ
よ
う
に
、
広
島
は
暑
い
夏
の
一
日

で
し
た
。　

周
年
と
い
う
節
目
の
年

６０

も
あ
っ
て
、
例
年
よ
り
１
万
人
も
多

い
、
５
万
５
千
人
の
参
加
者
が
平
和

公
園
の
広
い
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま

し
た
。
８
時　

分
、
平
和
の
鐘
が
鳴

１５

り
響
く
中
で
黙
と
う
。
式
場
の
回
り

を
行
き
交
う
人
々
の
足
が
止
ま
り
、

原
爆
犠
牲
者
に
敬
け
ん
な
祈
り
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。
秋
葉
広
島
市
長
の
平

和
宣
言
、
子
ど
も
代
表
に
よ
る
平
和

へ
の
誓
い
が
あ
り
、
広
島
は
平
和
へ

の
深
い
祈
り
に
包
ま
れ
た
感
が
あ
り

ま
し
た
。

　

式
場
に
隣
接
す
る
平
和
記
念
資
料

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
一
発
の
原
子

爆
弾
に
よ
り
廃
墟
の
街
と
化
し
た
広

島
。
原
爆
の
破
壊
力
と
恐
ろ
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
展
示
物
の
中
に
、

被
爆
し
て
焼
け
た
だ
れ
た
腕
か
ら
、

皮
膚
が
燃
え
落
ち
る
ビ
ニ
ー
ル
の
よ

う
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
人
間
の
模

型
が
あ
り
ま
し
た
。
見
る
か
ら
に
悲

惨
な
姿
で
す
が
、
被
爆
直
後
の
広
島

を
知
る
方
か
ら
は
、
実
際
は
も
っ
と

ひ
ど
い
状
態
だ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。
被
爆
時
の
あ
り
の
ま
ま
を
再

現
す
れ
ば
、
言
語
を
絶
す
る
そ
の
形

相
に
圧
倒
さ
れ
、
見
て
は
も
ら
え
な

い
と
い
う
制
作
上
の
悩
み
や
配
慮
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

焼
け
跡
に
急
ぎ
開
設
さ
れ
た
救
護

所
で
は
、
同
和
地
区
の
方
と
朝
鮮
の

人
に
対
し
て
、
手
当
も
せ
ず
に
追
い

返
す
よ
う
な
、
人
道
に
反
す
る
ひ
ど

い
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
前
日
５

日
の
講
演
会
で
聞
き
ま
し
た
。
体
中

に
や
け
ど
を
負
い
、
息
も
た
え
だ
え

に
た
ど
り
つ
い
た
救
護
所
か
ら
追
い

返
さ
れ
た
人
々
の
辛
さ
、
悔
し
さ
は

察
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。
被

爆
と
い
う
極
限
状
態
の
中
で
も
、
な

お
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
人
間
の

お
ろ
か
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

被
爆
に
よ
る
原
爆
症
等
の
死
者
が
、

今
も
年
に
５
千
人
を
越
え
、
被
爆
の

生
き
地
獄
の
中
で
も
差
別
が
歴
然
と

し
て
あ
っ
た
事
実
か
ら
、
私
共
は
何

を
学
び
、
何
を
心
に
刻
む
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

　

９
月
に
富
山
県
高
岡
市
で
行
わ

れ
た
「
第　

回
全
日
本
エ
ア
ロ
ビ

１７

ク
ス
コ
ン
テ
ス
ト
北
陸
大
会
」
に
、

夫
妻
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
競
技
に
取

り
組
ん
で
い
る
太
田 
知  
文 
さ
ん
・

と
も 
ふ
み

 
真  
也 
さ
ん
（
大
日
向
）
が
出
場
し
、

ま 

や

見
事
夫
妻
そ
ろ
っ
て
の
全
国
大
会

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

悲
願
の
ア
ベ
ッ
ク
出
場
を
果
た

し
た
二
人
は
「
全
国
大
会
で
は
少

し
で
も
上
を
ね
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
全
国
大
会
は　
１２

月
４
日
に
東
京
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

月
８
日
、
東
御
中
央
公
園
体

１０
育
館
で
第　

回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
カ

１６

ッ
プ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
長
野
県
大
会

東
信
地
区
大
会
が
行
わ
れ
、
東
御

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
男
子
チ
ー
ム
「
東
御
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
」
が
優
勝
、
女
子
チ
ー
ム

「
東
御
パ
ワ
フ
ル
ガ
ー
ル
ズ
」
が

４
位
と
な
り
、
男
女
そ
ろ
っ
て
県

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

県
大
会
は　

月　

日
に
長
野
市
で

１２

１８

行
わ
れ
ま
す
。

材料（２人前）
・大根　　　２センチ位

・アボガド　半分

・カマンベールチーズ　５０ｇ

・大根葉　　少々

・削りぶし　少々

・その他カイワレなどお好みで

作り方
●１ 皮をむいた大根を千切りにし、

皿に敷く

●２ アボガドは種を取り、一口

大の大きさに切る。カマン

ベールチーズも一口大にし

て並べる。（アボガドは皮

付きのまま縦に一周包丁を

入れ、手で左右に回すと取

れやすい）

●３ 大根の葉は細かく切って飾

り付ける

●４ 削りぶしをのせてできあが

り

アボガドと大根の

和風サラダ

 岩  下 　 秋 子   さん
いわ した あき こ

（桜井）

風味豊かな
サラダです

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題

 
長
年
の
念
願
叶
う

  
―
夫
妻
そ
ろ
っ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
全
国
大
会
に
出
場
決
定
―

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
男
女
と
も
に
県
大
会
へ

　
　

東
御
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

【
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
も
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
会
議
な
ど
で
ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
節
電
・
節
水
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
】
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月
１
日
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

１０
盛
大
に
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
保
育
園
は
、
園
児
数
が
１

７
０
名
と
東
御
市
で
一
番
大
き
い

園
で
す
が
、
休
む
子
も
な
く
、
み

ん
な
元
気
に
競
技
や
リ
ズ
ム
遊
び

な
ど
を
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
園
庭
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り

ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
す
ば
ら
し
か
っ

た
の
は
、
年
長
児
に
よ
る
竹
太
鼓

の
リ
ズ
ム
だ
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
曲
は
東
御
市
民
ま
つ
り
の

歌
「T

O
M
I,to

m
e
!

」
で
す
。

市
民
ま
つ
り
の
と
き
に
、
こ
の
曲

に
合
わ
せ
「
ス
キ
ッ
プ
の
会
」
の

皆
さ
ん
が
元
気
に
太
鼓
を
た
た
い

て
い
る
姿
か
ら
パ
ワ
ー
を
感
じ
、

田
中
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
も

伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 
そ
こ
で
、
「
も
う
そ
う
竹
」
を

太
鼓
に
し
、
動
き
な
ど
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た

ち
の
方
が
乗
り
気
に
な
っ
て
「
練

習
し
よ
う
よ
」
と
催
促
さ
れ
る
毎

日
で
し
た
。「
ソ
ヤ
！
」「
ヤ
ー
！
」

と
い
う
元
気
な
掛
け
声
と
竹
を
た

た
く
音
が
園
庭
に
響
き
わ
た
り
、

練
習
の
時
は
園
に
活
気
が
み
な
ぎ

り
ま
し
た
。
年
長
児
が
一
生
懸
命

練
習
し
て
い
る
姿
を
見
て
「
が
ん

ば
ろ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
を
年

中
・
年
少
の
子
ど
も
た
ち
も
感
じ

た
よ
う
で
す
。

　

運
動
会
当
日
も　

人
の
子
ど
も

４５

た
ち
と
３
人
の
保
育
士
の
気
持
ち

が
ひ
と
つ
に
な
り
、
か
っ
こ
よ
く

演
奏
し
、
踊
る
こ
と
が
で
き
て
、

見
て
い
る
人
に
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
老
人
会
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
「
か
っ
こ
い
い
」
「
い
い

ぞ
！
」
と
い
う
掛
け
声
が
か
か
る

ほ
ど
喜
ん
で
も
ら
い
、
拍
手
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

ほ
ん
と
う
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
園

児
の
か
っ
こ
い
い
太
鼓
と
踊
り
を

機
会
が
あ
れ
ば
地
域
の
皆
さ
ん
に

も
見
て
い
た
だ
き
、
園
児
の
パ

ワ
ー
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▲とても盛り上がったね！

  
最
高
の
思
い
出
の

　
　
　

学
芸
発
表
会

　
　
　
　

東
部
中
学
校

　

三
年　
 
押  
金 　
 
光  
一 　

お
し 
か
ね 

こ
う 
い
ち

（
東
深
井
） 

　

『C
o
n
n
ected

b
y
o
u
r
h
ea
rts

〜
見
え
な
い
心
の
つ
な
が
り
〜
』

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
第　

回
学
芸

４２

発
表
会
を
大
成
功
で
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
思
い
返
し
て
み
れ
ば

夏
の
暑
い
日
、
学
芸
発
表
会
の
資

金
集
め
の
意
義
を
こ
め
て
行
っ
た

空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
回
収
の
際
、

地
域
の
皆
様
に
は
た
く
さ
ん
の
空

き
缶
・
空
き
ビ
ン
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
予
想
を
上
回
る
回
収
が
で

き
、
学
芸
発
表
会
成
功
へ
の
礎
を

固
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

日
に
至
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
場

面
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中
、
時

に
は
友
達
と
意
見
が
合
わ
ず
衝
突

し
た
り
、
悩
ん
だ
日
々
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
様
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
支
え
て
い
た
だ
い

た
お
陰
で
最
高
の
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当

日
の
学
芸
発
表
会
に
は
た
く
さ
ん

の
地
域
の
皆
様
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
僕
た
ち
の
集
大
成
を
ご

覧
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
大

変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

学
芸
発
表
会
に
取
り
組
む
中
で
三

年
生
を
中
心
に
一
、
二
年
生
と
も

心
を
一
つ
に
し
、
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
『
見
え
な
い
心
の
つ
な
が
り
』

を
全
校
が
し
っ
か
り
と
結
ぶ
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
地

域
の
皆
様

本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

 
新
聞
掲
示
委
員
長
と
し
て

　
　
　
　

和
小
学
校

六
年　
 
西  
沢 　
 
智  
香 　

に
し 
ざ
わ 

と
も 

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
沢
）　

　

私
は
、
前
期
新
聞
掲
示
委
員
長

と
し
て
次
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、「
仲
良
し
和
新
聞
」

と
い
う
題
の
新
聞
を
作
っ
た
こ
と

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
や
行
事

の
記
事
を
書
き
、
ク
イ
ズ
も
の
せ

て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

掲
示
で
す
。
和
小
に
は
、「
小
学

生
毎
日
新
聞
」
と
い
う
新
聞
が
毎

日
は
り
出
さ
れ
ま
す
。
新
聞
掲
示

委
員
は
こ
の
新
聞
を
は
り
出
す
の

を
当
番
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
に
な
っ
た
こ
と
で
、
責

任
を
持
っ
て
物
事
を
進
め
る
こ
と

や
、
委
員
の
人
と
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

 
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
会

　
　
　
　

和
小
学
校

六
年　
 
中  
村 　
　

な
か 
む
ら

 
允 　

み
つ
る

（
海
善
寺
北
）　

　

僕
は
、
今
、
委
員
会
活
動
で
ベ

ル
マ
ー
ク
委
員
会
の
委
員
長
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
は
、「
全
校
の
み

な
さ
ん
が
た
く
さ
ん
協
力
し
て
く

れ
て
一
枚
で
も
多
く
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
る
学
校
」
に
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
前
期
で

「
ベ
ル
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

し
て
た
く
さ
ん
ベ
ル
マ
ー
ク
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
だ
買
い
た
い
も

の
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
た

く
さ
ん
ベ

ル
マ
ー
ク

が
集
ま
っ

た
の
で
、

き
っ
と
い

い
も
の
が

買
え
る
と

思
い
ま
す
。

▲積極的な児童会の活動▲みんなの力を結集した発表
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とうみ

  
下
水
道
宅
内
設
備
工
事
に
係
る

　
　

お
得
な
制
度
が
で
き
ま
し
た

　

美
し
い
川
や
池
を
よ
み
が
え
ら

せ
、
未
来
に
残
す
た
め
に
は
、
家

庭
の
雑
排
水
を
下
水
道
施
設
な
ど

で
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

小
型
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
た

い
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し

た
い
が
資
金
が
な
い
…
…
、
こ
ん

な
時
は
市
が
行
っ
て
い
る
「
融
資

あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
制
度
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
制
度
は
、

下
水
道
接
続
工
事
の
た
め
に
銀
行

な
ど
か
ら
受
け
た
融
資
の
利
子
分

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
業
務
係

　

�
６
４
―
５
８
８
３

例えば100万円を5年返済で借入れた場合の助成は、次のようになります。

8.0％5.0％3.5％3.0％借入利率

216,584円132,272円91,505円78,123円支 払 利 子

94,756円92,590円全額助成全額助成利子助成額

注

：

利子助成額の交付限度額は、10万円までとなります。
☆合併処理浄化槽の排水管付設工事も対象になります。
☆この制度をご利用される場合は、排水設備工事を行う前に市役所上下水道課
へご相談ください。

●
職
種
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

　

消
防
（
初
級
）　

若
干
名　

●
試
験
の
日
時
、
場
所

〈
一
次
試
験
〉

�
試
験
日

　

平
成　

年　

月　

日（
日
）

１７

１１

２７

　

午
前
9
時
〜　

時
１２

�
場
所　
　

東
御
市
役
所

〈
第
二
次
試
験
〉

来年度から使用する中学生の
教科書が決まりました

　来年度から中学校で使用する教科用図書（教科書）に

ついて、東御市教育委員会では下記の教科書が採択とな

りました。

　教科書の採択は４年ごとに行われています。今回の採

択により平成１８年から平成２１年度まで市の中学校で使用

されることになります。

教科書用図書名発行者の略称教科書種目

国語１・２・３光村図書出版㈱国　　　語

中学書写一年・二年・三年光村図書出版㈱書　　　写

新編　新しい社会　地理東京書籍㈱社会（地理）

社会科　中学生の歴史
日本の歩みと世界の動き

㈱帝国書院社会（歴史）

新編　新しい社会　公民東京書籍㈱社会（公民）

新編　中学校社会科地図㈱帝国書院社会（地図）

未来へひろがる数学１・２・３㈱新興出版社啓林館数　　　学

新編　新しい科学　１分野
上・下、２分野上・下

東京書籍㈱理　　　科

中学生の音楽１・２・３上・下㈱教育芸術社音　　　楽

中学生の器楽㈱教育芸術社器　　　楽

美術１・２・３上・下日本文教出版㈱美　　　術

新版　中学保健体育大日本図書㈱保 健 体 育

新編　新しい技術・家庭
技術分野

東京書籍㈱技術・家庭（技術）

新編　新しい技術・家庭
家庭分野

東京書籍㈱技術・家庭（家庭）

NEW HORIZON
English Course １・２・３

東京書籍㈱英　　　語

●問い合わせ　市教育委員会  教育課  学校教育係  �64－5879

�
試
験
日

　

平
成　

年　

月
中
旬
の
予
定

１７

１２

　

（
第
一
次
試
験
合
格
者
対
象
）

�
場　

所　
　

東
御
市
役
所

●
試
験
の
方
法
及
び
内
容

　

筆
記
試
験
お
よ
び
口
述
試
験
を

行
い
ま
す
。

〈
一
次
試
験
〉

�
教
養
試
験
（　

題
）

４０

�
消
防
適
性
検
査
（
1
9
0
題
）

〈
第
二
次
試
験
〉

　

第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、

個
別
面
接
等
（
面
接
、
小
論
文
、

体
力
測
定
等
）
に
よ
り
行
い
ま

す
。

●
申
込
方
法
等

�
受
付
期
間

　

平
成　

年　

月
２
日（
水
）か
ら

１７

１１

　

月　

日（
月
）ま
で
（
土
曜
･

１１

２１

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前

8
時　

分
か
ら
午
後
5
時　

分

３０

１５

ま
で
。
期
間
内
に
市
役
所
総
務

課
総
務
係
に
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
の
請
求
等
に
つ

い
て
は
総
務
課
総
務
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ

　
　

総
務
課
総
務
係

　
　

電
話　

―
５
８
７
６

６４

 
職
員
（
消
防
職
員
）

　

採
用
試
験
を

　
　
　
 
行
い
ま
す

　

こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容
は

　

月　

日（
土
）に
開
催
さ
れ
る

１１

１２

「
消
費
生
活
展
」
で
も
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

▲きれいな川を残そう！
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
汝
ら
そ
の
全
て
の
悪
を

　
　
　
　
　
　

…
…
倉
阪
鬼
一
郎
・
著

�
無
事
、こ
れ
名
馬 

宇
江
佐
真
理
・
著

�
誰
よ
り
も
つ
よ
く
抱
き
し
め
て

　
　
　
　
　
　

…
…
新
堂　

冬
樹
・
著

�
ハ
ル
と
ナ
ツ
―
届
か
な
か
っ
た

　
　
　

手
紙
―
…
…
青
木　

邦
子
・
著

�
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　

…
…
な
か
む
ら　

み
つ
る
・
著

◆
児
童
書

�
職
業
別
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
制
服
絵
事

　

典
―
仕
事
の
内
容
が
よ
く
わ
か
る
―

　

日
本
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
監

�
タ
ン
タ
ン
ソ
ビ
エ
ト
へ

　
　
　
　
　
　
　

…
…
エ
ル
ジ
ュ
・
絵

�
く
ん
れ
ん
ば
っ
ち
り

　
　
　
　
　
　

…
…
工
藤　

直
子
・
作

�
あ
ざ
ら
し
の
は
る

　
　
　
　
　
　

…
…
手
島
圭
三
郎
・
絵

�
未
来
教
育
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
学
習　

１
〜
６

　
　
　
　
　
　

…
…
鈴
木　

敏
恵
・
監

　
　

月　

日（
金
）は
、

１１

１１

　
　
　

お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

時
間　
　

時　

分
〜

１０

３０

対
象　

就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

  　

月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

１１

昔
話
の
世
界

　
  
昔
話
の
世
界

�
憑
神　
　
　

浅
田　

次
郎
・
著

【
内
容
】
貧
乏
旗
本
の
次
男
の
身
な
が

ら
、
そ
の
才
を
見
込
ま
れ
て
大
名
の
入

婿
と
な
っ
た
彦
四
郎
。
だ
が
、
跡
継
ぎ

を
授
か
っ
た
と
た
ん
離
縁
さ
れ
、
実
家

に
出
戻
る
は
め
に
。
職
も
失
い
、
困
っ

た
時
の
神
頼
み
で
す
が
っ
た
相
手
は
神

は
神
で
も

人
に
仇
な

す
疫
病
神
。 

さ
て
、
貧

乏
旗
本
彦

四
郎
の
運

命
は
…
。

�
風
の
盆
幻
想　

内
田　

康
夫
・
著

【
内
容
】
哀
切
な
胡
弓
の
調
べ
と
幽
玄

な
踊
り
で
全
国
的
に
有
名
な
富
山
・
八

尾
町
の
「
風
の
盆
」
祭
り
の
最
中
、
老

舗
旅
館
の
若
旦
那
が
謎
の
死
を
遂
げ
た
。

自
殺
で
片
付
け
よ
う
と
す
る
警
察
に
疑

問
を
感
じ

た
浅
見
と

内
田
は
独

自
の
調
査

に
乗
り
出

す
が
…
。

�
ダ
フ
ネ
ち
ゃ
ん
と
オ
パ
ー
ル
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

ホ
リ
ー
・
ボ
ビ
ー
・
作
絵

【
内
容
】
あ
た
ら
し
い
お
友
達
の
ダ
フ

ネ
ち
ゃ
ん
は
、
何
で
も
で
き
る
し
、
そ

の
上
美
人
。
で
も
、
オ
パ
ー
ル
ち
ゃ
ん

に
だ
っ
て
み
ん
な
か
ら
怖
が
ら
れ
て
い

る
ク
モ
を
、
林
に
放
し
て
や
る
優
し
さ

が
あ
る
の
で

す
。
そ
う
、

大
切
な
の
は

み
ん
な
そ
れ

ぞ
れ
に
い
い

と
こ
ろ
が
あ

る
っ
て
こ
と

…
…
。

⑦

  
図
書
館
発

 
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

●
か
に
む
か
し

モ
ン
ゴ
ル
民
話

●
ス
ー
ホ
の
白
い
馬

●
マ
ー
シ
ャ
と
く
ま

●
こ
ど
も
世
界
の
民
話

コ
ラ
ム 
た
め
に
な
る

　
　
  
図
書
館 　

そ
の
３

「
お
む
つ
替
え

  
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を

　
  
設
置
し
ま
し
た
」

　

図
書
館
に
は
小
さ
な
お
子
さ

ん
を
抱
い
た
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
も
多
く
来
館
さ
れ
ま
す
。
乳

児
を
持
つ
親
が
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
出
か
け
て
心
配
に
な
る
こ

と
に
、
お
む
つ
替
え
の
場
所
が

外
出
先
に
あ
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
来
館
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
も
「
お
む
つ
替
え
の
場
所
は

あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
お
問
い
合

わ
せ
が
何
度
か
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
し
た
が
そ
の
都
度
休
憩
室
な

ど
を
利
用
し
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　

先
月
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
要

望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
館
内
の

多
目
的
ト
イ
レ
の
一
角
に
折
り
た

た
み
式
の
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
新
設

し
ま
し
た
。
生
後
１
ヶ
月
か
ら

　

ヶ
月
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

２４た
お
む
つ
交
換
専
用
の
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
で
す
。

　

今
後
も
図
書
館
に
安

心
し
て
小
さ
な
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

行

事

予

定

内田莉莎子他：作 うちだりさこ：訳
Ｅ・ラチョフ：絵

大塚勇三：再話
赤羽末吉： 絵 

木下順二：文
清水　崑：絵

※写真は見開きの状態です

�
か
っ
こ
わ
る
い
よ
！
だ
い
ふ
く
く
ん

　
　
　
　
　
　
　

宇
治　
　

勲
・
絵

【
内
容
】
静
ま
り
か
え
っ
た
夜
の
商
店

街
、
和
菓
子
屋
さ
ん
か
ら
「
か
っ
こ
わ

る
い
よ
！
だ
い
ふ
く
く
ん
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
和

菓
子
た
ち
に
ネ
ズ
ミ
が
お
そ
い
か
か
っ

た
と
き
、
自
分
の

身
を
犠
牲
に
し
て

み
ん
な
を
救
っ
た

の
は
、
バ
カ
に
さ

れ
て
い
た
だ
い
ふ

く
く
ん
で
し
た
。

“秋の夜長は昔話の世界をゆっくり楽しみませんか？”

▲新設されたベビーシート
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（7）

 
主
要
河
川
水
質
調
査
結
果　

　

市
で
は
年
に
一
度
、
市
内
の
河

川
水
質
検
査
を
行
い
、
水
環
境
状

況
や
河
川
水
質
汚
染
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
８

月　

日
に
主
要
河
川　

箇
所
の
水

３０

２９

質
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。（
左

の
表
参
照
）

○
傾
向
と
課
題

　

今
回
の
検
査
結
果
か
ら
大
腸
菌

群
数
が
基
準
値
を
超
え
て
い
る
河

川
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
夏
の
暑
い
時
期
に
は

水
温
が
高
く
な
る
こ
と
の
影
響
も

あ
っ
て
菌
の
増
殖
が
活
発
に
な
り

ま
す
が
、
家
庭
雑
排
水
の
影
響
も

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
な
地

域
に
お
住
ま
い
で
ま
だ
工
事
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
早
期
の
つ
な
ぎ

込
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
河
川
へ
の
ご
み
投
棄
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

☆
ｐ
Ｈ（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
指
数
）

　

水
溶
液
の
酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性

の
度
合
い
を
表
す
指
数
で
す
。
河

川
水
の
基
準
値
は
６
・
５
〜
８
・

５
で
す
。

市民課  生活環境係
�64－5896

☆
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）

　

水
中
の
有
機
物
が
微
生
物
の
働

き
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
と
き
に

消
費
さ
れ
る
酸
素
の
量
の
こ
と
で
、

河
川
の
有
機
汚
濁
を
測
る
代
表
的

な
指
数
で
す
。
市
内
河
川
の
基
準

は
２
㎎
／
�
以
下
で
す
。

☆
大
腸
菌
群
数

　

大
腸
菌
お
よ
び
大
腸
菌
と
性
質

が
似
て
い
る
細
菌
の
数
の
こ
と
を

い
い
、
し
尿
汚
染
の
指
標
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
河
川
の

基
準
は
１
０
０
０
M
Ｐ
Ｎ
／
１
０

０
�
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る
限
り
生
か
し
な
が
ら
権
利
と
財

産
を
守
り
、
支
援
を
す
る
制
度
で

す
。
申
し
立
て
の
で
き
る
方
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親

族
、
任
意
後
見
受
任
者
等
で
す
。

　

申
し
立
て
る
親
族
が
い
な
い
場

合
は
市
町
村
長
が
申
し
立
て
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
！

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
の
森
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

　
　

電
話　

―
５
０
０
０

６４

・
ケ
ア
ポ
ー
ト
在
宅
介
護

　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

（
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
内
）

　
　

電
話　

―
６
０
６
０

６１

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
  
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン  
③

　

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
や
障
害

者
（
知
的
、
精
神
、
身
体
）
の
方
々

が
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
」
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
の
手
続
き
、

金
銭
管
理
な
ど
判
断
に
迷
っ
た
と

き
あ
な
た
の
お
役
に
立
ち
ま
す
。

（
例
）

�
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

日
常
的
な
金
銭
管
理
等
（
税
金
、

公
共
料
金
、
年
金
等
の
料
金
の
受

け
取
り
・
払
い
出
し
や
、
介
護
の

利
用
手
続
き
な
ど
）
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
不
安
を
「
安
心
」
に

導
き
ま
す
。

�
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

　

相
談

　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
々
が

財
産
管
理
（
預
貯
金
の
管
理
、
不

動
産
な
ど
の
処
分
、
遺
産
分
割
な

ど
財
産
に
関
す
る
こ
と
）
や
身
上

監
護
（
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
医
療
福
祉
施
設
へ
の
入
退

所
な
ど
の
生
活
に
関
す
る
こ
と
）

に
つ
い
て
、
本
人
の
意
思
を
で
き

〈
あ
な
た
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
つ
な
ぎ
ま
す
〉

単位　BOD：㎎／�　大腸菌群数：MPN／100�　pH：単位なし

大腸菌群数BODpH河　川　名

7.9×1031.08.0成沢川上流

3.3×1031.57.7成沢川下流

3.5×1041.68.1笠石川上流

9.2×1043.37.9笠石川下流

4.9×1030.98.6千曲川上流

1.3×1044.58.4千曲川中間①

3.5×1042.98.3千曲川中間②

2.2×1041.48.4千曲川下流

3300.78.0所沢川上流

1.6×1055.07.9所沢川下流

1.3×1041.68.2西沢川上流

3.5×1045.88.3西沢川下流

4901.07.2針ノ木沢川上流

9.2×1041.88.2針ノ木沢川下流

2.2×1030.77.9求女沢川上流

2.4×1041.58.6求女沢川下流

7.9×1031.08.1三分川上流

＞2.4×1051.88.0三分川下流

4.9×1031.28.0金原川上流

9.2×1041.38.2金原川下流

1.7×1040.87.9西川上流

2.4×1041.38.3西川下流

1.3×1041.37.9大石沢川上流

3.5×1040.88.2大石沢川下流

7.0×1033.08.0鹿曲川上流

5.4×1042.88.3鹿曲川下流

3.5×1041.28.0諸沢川下流

2.4×1041.38.0番屋川下流

7.9×1033.48.0小相沢川中流
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会
で
の
理
解
は
得
ら
れ
た
こ
と
に

な
り
、
東
御
警
察
署
設
置
に
向
け

て
大
き
く
前
進
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
も
市
と
市
民
会
議
で
は
東

御
警
察
署
の
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

丸
山
晩
霞
記
念
館
起
工
式

来
年
３
月
し
ゅ
ん
工
、
来
秋
開
館
予
定

東
御
警
察
署
設
置
を
求
め
る
請
願

長
野
県
議
会
に
お
い
て
採
択

　
　

月　

日
、
文
化
会
館
サ
ン
テ

１０

１３

ラ
ス
ホ
ー
ル
敷
地
内
に
お
い
て
丸

山
晩
霞
記
念
館
の
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
は
８
月
に
丸
山
晩

霞
画
伯
の
遺
族
か
ら
約
６
０
０
点

の
美
術
品
の
寄
贈
を
受
け
て
お
り
、

来
年
秋
の
開
館
に
向
け
て
本
格
的

な
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

起
工
式
に
は
、
遺
族
、
地
元
、

市
、
建
設
関
係
者
な
ど
約　

人
が

５０

出
席
。
土
屋
市
長
が
「
長
年
あ
た

た
め
て
き
た
こ
の
計
画
が
、
ご
遺

族
な
ど
関
係
者
の
協
力
の
も
と
に

建
設
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市

の
宝
と
し
て
充
実
し
た
記
念
館
に

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
出
席

者
一
同
で
起
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　

丸
山
晩
霞
記
念
館
は
文
化
会
館

サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
に
増
築
す
る

形
で
併
設
さ
れ
、
２
つ
の
展
示
室
、

収
蔵
庫
な
ど
を
備
え
ま
す
。
床
面

積
は
約
４
４
０
㎡
、
工
事
費
は
建

築
主
体
、
機
械
・
電
気
設
備
工
事

を
合
わ
せ
て
約
１
億
７
千
５
百
万

円
と
な
り
ま
す
。
工
事
は
来
年
３

月
に
し
ゅ
ん
工
し
、
来
年
秋
に
は

開
館
す
る
予
定
。
常
設
展
の
ほ
か

年
に
数
回
の
企
画
展
も
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

�� �������������������������������������������

▲

丸
山
晩
霞
記
念
館
の
完
成
予
想
図

　

東
御
警
察
署
設
置
の
県
議
会
へ

の
請
願
に
つ
い
て
は
、
昨
年　

月
１１

に
請
願
書
を
長
野
県
議
会
に
提
出

し
、　

月
の
定
例
県
議
会
総
務
警

１２

察
委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
4
月
に
は
「
東

御
警
察
署
設
置
を
求
め
る
市
民
会

議
」
が
発
足
し
、
市
民
署
名

活
動
や
東
御
警
察
署
設
置
を

求
め
る
市
民
推
進
大
会
の
開

催
な
ど
、
東
御
警
察
署
設
置

の
気
運
醸
成
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
6
月　

日
に
は
県
、

１６

県
議
会
、
県
警
察
本
部
に
市

民
署
名
を
添
え
て
、
東
御
警

察
署
設
置
の
要
請
行
動
を
行

い
、
東
御
警
察
署
設
置
を
改

め
て
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
長
野
県
議
会

9
月
定
例
会
最
終
日
の　

月
１０

　

日
に
東
御
警
察
署
設
置
を

１１求
め
る
請
願
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
議
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配
り
に
接
し
、
最
近
の
市
民
病
院

の
充
実
ぶ
り
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
現
在
進
め
て
い
る
病
院
改
革

に
手
ご
た
え
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

第
一
体
育
館
を
中
心
に
い
ろ
い

ろ
な
東
信
地
区
お
よ
び
県
レ
ベ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
日
も
県
の
ジ
ュ
ニ
ア

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
役
員
の
話
に
よ
り

ま
す
と
東
御
市
は
施
設
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
と
と
も
に
立
地
条
件

に
優
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
確
か

に
高
速
道
路
等
の
幹
線
道
路
か
ら

も
近
く
、
立
地
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
に
芝
生

１８

広
場
を
始
め
各
種
の
施
設
が
集
中

し
て
い
る
の
は
他
の
自
治
体
に
は

見
ら
れ
な
い
東
御
市
が
誇
れ
る
宝

で
す
。

　

先
輩
方
の
将
来
を
見
据
え
た
計

画
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
使
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
ま
し
た
。
旧
東
部
町
立
ひ
ま

わ
り
病
院
で
平
成　

年
に
受
診
し

１３

て
以
来
で
す
。
た
だ
そ
の
間
も
、

血
液
検
査
、
尿
検
査
等
を
四
半
期

ご
と
に
行
っ
て
い
た
の
で
自
分
の

体
調
は
掌
握
し
て
い
た
つ
も
り
で

す
。
し
か
し
、
市
長
に
な
り
自
分

の
体
だ
け
で
な
く
な
っ
た
今
、
き

ち
ん
と
検
査
を
し
て
お
い
た
方
が

良
い
と
の
判
断
で
今
回
受
診
し
ま

し
た
。

　

一
番
苦
し
い
と
思
っ
た
胃
カ
メ

ラ
も
ス
ム
ー
ズ
に
飲
む
こ
と
が
で

き
、
自
分
で
胃
の
中
を
見
な
が
ら

説
明
を
受
け
、
特
に
悪
い
と
こ
ろ

も
無
さ
そ
う
で
安
心
で
す
。
今
回

受
診
し
て
み
て
、
医
師
を
含
め
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
細
や
か
な
気 №15

金
婚
祝
賀
式

　

組
の
夫
婦
が
金
婚

８５

　

９
月　

日
、
市
と
市
老
人
ク
ラ

２８

ブ
連
合
会
が
主
催
す
る
「
金
婚
祝

賀
式
」
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
金
婚
式
を
迎
え
る
の
は
昭

和　

年
に
結
婚
し
た
方
々
で
、
こ

３１
れ
ま
で
金
婚
祝
賀
を
受
け
て
い
な

い
方
を
含
め
た　

組
の
皆
さ
ん
で

８５

す
。

　

こ
の
日
祝
賀
式
に
出
席
し
た
の

は
こ
の
う
ち　

組
の
皆
さ
ん
で
、

７０

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
東
部
高
校
生

徒
に
よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
演
奏
の

祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
市

長
や
市
議
会
議
長
の
祝
辞
を
受
け
、

市
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か

ら
一
組
ず
つ
に
慶
祝
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
婚
祝
賀
者
を
代
表
し
て
瀬
田

富
夫
さ
ん
（
城
ノ
前
）
が
謝
辞
を

述
べ
、「
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
幾

多
の
多
難
の
時
代
を
経
験
し
、
夫

婦
協
力
し
な
が
ら
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
よ
く
地

域
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
金
婚
を
迎
え

た
皆
さ
ん
は
夫
婦
仲
良
く
華
や
か

な
踊
り
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

敬
老
祝
賀
訪
問

該
当
の
ご
長
寿
の
皆

さ
ん
は
計
１
３
８
名

　

敬
老
祝
賀
事
業
と
し
て
、
9
月

　

日
・　

日
の
両
日
、
市
長
と
社

２１

２２

会
福
祉
協
議
会
長
が
訪
問
を
希
望

さ
れ
た
方
々
の
お
宅
に
お
伺
い
し

て
記
念
品
を
贈
り
、
共
に
ご
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　

該
当
と
な
ら
れ
た
方
は
、　

歳
８８

が
１
２
３
名
、　

歳
が
６
名
、　

９９

１００

歳
が
５
名
、　

歳
以
上
が
4
名
で
、

１０１

祝
賀
訪
問
を
希
望
さ
れ
た
方
は
合

わ
せ
て　

名
。
皆
さ
ん
の
お
元
気

６１

そ
う
な
姿
が
印
象
的
で
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
中
央
は
、
赤
岩
の
藤
森

か
ね
さ
ん
で
す
。
今
年　

歳
に
な

100

ら
れ
ま
し
た
。



16

こちら119（東御消防署）

合　計旧北御牧旧 東 部

13（151）０（１3）13（138）件　数

18（217）０（１5）18（202）傷　者

  ０   （１）０（０） ０ （１）死　者

市内交通事故統計　　　　　　　　　　
 ９月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の９月の出動件数＝

火災　０件（1５件）　救急　81件（735件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１６年９月平成１７年９月

32.8度（１３日） 33.6度（２日） 最高気温

12.6度（16日）   9.4度（３０日） 最低気温

21.4度　　　　21.5度　　　　平均気温

79.8％　　　　77.9％　　　　平均湿度

165.0㎜　　　　62.0㎜　　　　降 水 量

 11月の納税 （納期11月30日）

�固定資産税（４期）

�国民健康保険税（６期）

�介護保険料（５期）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

●１１月6日～１２日は年金週間です

　毎年１１月６日（いいろうご）から１２日は、年金制度をよ

り身近に、より正しく知っていただくことを目的とした年

金週間です。

　県内７か所の社会保険事務所（東御市は小諸社会保険事

務所が最寄です）と長野年金相談センターでは、この期間、

以下のスケジュールで

年金相談を行います。

　普段、お仕事などで

なかなか年金相談に来

られない方はぜひご利

用ください。相談に来

られる際は、年金手帳

または年金証書をお持

ちください。代理の方

が来られる場合は、委

任状も必要です。

東御市社会福祉協議会
（９月中の受付分です）

匿　　　名　様 介護用ベッド

道の駅㈲雷電くるみの里　様

 ……車椅子１台

善 意 を あ り が と う

●国民年金保険料を年末調整や確定申告する際「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」または「国民年金保険
料領収証書」の添付が必要となりました。
・平成17年分から
　国民年金保険料は、その年に納めた全額が社会保険料控
除の対象となります。年末調整や確定申告の際にその年に
納めた額を申告することによって、税の控除が受けられま
す。
　これまでは、申告の際に納めた保険料額を証明する書類
の添付は必要ありませんでしたが、平成１７年分からは証明
書類の添付が義務づけられました。
　そのため、毎年１１月上旬に社会保険庁から被保険者ご本
人あてに「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（以
下：証明書）をお送りします。
　証明内容は平成１７年１月から９月３０日までに納付された
国民年金保険料額と年内に納付が見込まれる額です。
　国民年金保険料を年末調整または確定申告する際、この
証明書あるいは国民年金保険料領収証書（以下：領収証書）
が必要となりますので、申告まで大切に保管してください。
　なお、証明書に記載された証明日から平成１７年１２月３１日
までの間に、証明書に印字されている月分以外の保険料を
納めた場合（例：国民年金保険料を免除された期間を追納
した）は、証明書と領収証書を併せて添付してください。
　また、年の途中から国民年金に加入するなど、１０月以降
に初めて保険料を納める方は、平成１８年２月初旬に証明書
をお送りします。
・ご家族の分も対象
　国民年金保険料は、被保険者本人だけでなく、その世帯
主及び配偶者も連帯して納める義務があります。
　世帯主または配偶者としてご家族の国民年金保険料を納
めた場合、その全額が社会保険料控除の対象となりますの
で、ご自身の社会保険料（国民年金保険料）と合わせて申
告してください（ご家族分の証明書の添付が必要です）。

 問い合わせ先 
　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）
　小諸社会保険事務所　�（0267）22－1080

11月の年金相談スケジュール

土金木水火月日

54321
1211109876
19181716151413
26252423222120

30292827
：相談時間の延長日
　午前８時30分～午後７時まで
：休日相談日
　午前９時30分～午後４時まで
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とうみ

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
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ご
み
減
量
ア
ド
バ

 
イ
ザ
ー
養
成
講
座

　
　
　
   
第
３
期
生
集
う

クリーンリサイクル係
�63－6814

　

ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
第

３
期
養
成
講
座
が
９
月　

日
か
ら

３０

始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
東
御
市
と
し
て
初
め
て

の
募
集
と
い
う
こ
と
も
あ
り
北
御

牧
地
区
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
総
勢　

名
の
受
講
者
と

１０

な
り
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
は
２
月
ま
で
に
今
回

を
含
め
計
５
回
を
予
定
し
て
お
り
、

第
一
回
の
講
座
で
は
、
東
御
市
の

ご
み
処
理
・
環
境
・
公
害
に
関
す

る
現
状
や
取
り
組
み
、
そ
し
て
地

球
温
暖
化
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の

展
望
な
ど
で
、
皆
さ
ん
は
職
員
の

話
す
一
言
一
言
に
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
不
法
投
棄
の
現
状
と

実
際
に
現
場
で
の
撤
去
作
業
、
東

御
市
の
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る

施
設
の
見
学
、
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
第
１
、

２
期
生
と
の
交
流
、
大
学
講
師
に

よ
る
講
演
会
を
経
て
修
了
と
な
り
、

活
動
の
場
を
地
域
へ
と
移
し
て
い

き
ま
す
。

　

「
お
嫁
に
来
て
自
然
も
多
く
、

人
も
温
か
い
こ
ん
な
に
良
い
土
地

柄
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
ご
み
を

少
な
く
で
き
れ
ば
こ
の
地
域
が
さ

ら
に
良
く
な
る
と
思
い
参
加
し
ま

し
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校

な
ど
で
環
境
や
ご
み
に
つ
い
て
の

教
育
を
受
け
、
ま
た
、
お
じ
い
さ

ん
や
お
ば
あ
さ
ん
は
「
物
を
大
切

に
す
る
」
意
識
の
中
で
育
っ
て
き

て
い
る
。
今
は
周
囲
か
ら
教
え
ら

れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、

私
も
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
知
識

を
身
に
付
け
、
家
庭
や
地
域
で
学

び
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。」

　
　
　
　
　
　
　

―
受
講
者
談
―

　

こ
れ
か
ら
の
講
座
で
、
様
々
な

驚
き
や
、
知
る
こ
と
、
考
え
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
「
輪
」、
地
域
の
「
和
」
に

資
す
る
『
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』
と
し
て
、
第
３
期
生
の
皆

さ
ん
が
活
躍
さ
れ
る
日
は
遠
く
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
ん
に
ち
は

 
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

 山 
やま

 浦 
うら

 恵 
え

 美 
み

 子 保健師
こ

　 
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に

　
　
　
  
ご
注
意
を
！

　

生
活
習
慣
病
と
よ
ば
れ
て
い
る

主
な
疾
患
に
「
肥
満
症
」、「
高
血

圧
」、「
糖
尿
病
」、「
高
脂
血
症
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾

患
は
個
々
の
原
因
で
発
症
す
る
と

い
う
よ
り
、
肥
満
、
特
に
内
臓
に

脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
が
犯
人
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
体

全
体
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
果
を
悪

く
し
て
糖
尿
病
の
原
因
と
な
っ
た

り
、
血
栓
を
作
り
や
す
く
し
た
り
、

そ
の
他
に
動
脈
硬
化
を
促
進
し
た

り
、
高
血
圧
症
の
原
因
と
な
っ
た

り
…
…
。
内
臓
脂
肪
は
そ
ん
な
あ

り
が
た
く
な
い
物
質
を
た
く
さ
ん

作
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

○
あ
な
た
は
「
洋
ナ
シ
」
？
そ
れ

　

と
も
「
リ
ン
ゴ
」
？

　

肥
満
は
体
の
ど
の
部
分
に
脂
肪

が
つ
く
か
に
よ
っ
て
、
２
つ
の
タ

イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。

　

下
腹
部
、
腰
の
ま
わ
り
、
太
も

も
、
お
し
り
の
ま
わ
り
の
皮
下
に

脂
肪
が
蓄
積
す
る
タ
イ
プ
を
「
皮

下
脂
肪
型
肥
満
」、
内
臓
の
ま
わ

り
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
タ
イ
プ
を

「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
と
よ
び
ま

す
。
体
形
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
洋
ナ

シ
型
肥
満
」「
リ
ン
ゴ
型
肥
満
」
と

も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
エ
ス
ト
径（
へ
そ
ま
わ
り
径
）

が
男
性
で
は　

㎝
以
上
、
女
性
で

８５

は　

㎝
以
上
で
あ
れ
ば
、
内
臓
脂

９０
肪
型
肥
満
が
疑
わ
れ
ま
す
。（
あ

な
た
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
は
大
丈

夫
で
す
か
？　

ウ
エ
ス
ト
径
は
正

し
く
は
へ
そ
ま
わ
り
を
測
り
ま
す
。

腰
の
一
番
細
い
と
こ
ろ
で
は
な
い

の
で
、
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。）

○
「
内
臓
脂
肪
」
は
普
通
預
金
、

　

「
皮
下
脂
肪
」
は
定
期
預
金

　

内
臓
脂
肪
と
皮
下
脂
肪
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
わ
れ
方
も
違
い

ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄
を
預
金
に

例
え
る
と
、
内
臓
脂
肪
は
日
々
の

生
活
の
た
め
の
普
通
預
金
、
皮
下

脂
肪
は
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

る
定
期
預
金
や
積
立
預
金
と
い
え

ま
す
。
つ
ま
り
、
内
臓
脂
肪
は
比

較
的
容
易
に
た
ま
る
も
の
の
、
容

易
に
燃
焼
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
日
々
の
食
事
や
運
動
を
心
が

け
れ
ば
減
ら
す
こ
と
は
十
分
に
可

能
で
す
。

「
そ
う
は
言
っ
て
も
何
を
ど
う
気

を
付
け
れ
ば
良
い
の
…
…
？
」
と

い
う
皆
さ
ん
。
一
度
健
康
保
健
課

の
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
良
い
方
法
が
見
つ
か
る
は
ず

で
す
か
ら
！

●
問
い
合
わ
せ

・
健
康
保
健
課
保
健
係

　

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

�　

―
８
８
８
２

６４

・
健
康
保
健
課
健
康
推
進
係

　

（
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
内
）

　

�　

―
６
０
０
０

６１

背中側

おなか側

洋ナシ型
皮下脂肪型
肥満

リンゴ型
内臓脂肪型
肥満
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ー
ト
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ー　

地
域
の
話
題

　１０月８日・９日の両日、芸術むら公園一帯で「火のアート
フェスティバル２００５」が開催されました。１日目の開会式で
は市長を始め関係者が、北御牧中学校吹奏楽部のファン
ファーレとともにテープカットを行い、この祭りを待ち望ん
でいた観客から拍手が沸き起こりました。
　ステージ上では、北御牧中学校吹奏楽部の音楽と寸劇をま
じえた楽しい演奏を始め、バンドやフラダンスなど心踊る催
しが目白押し。ステージ周辺に並んだテントでは地元の味を
使った料理が販売され、観客は音楽を楽しみながらご馳走を

味わっていました。２日目にはプロミュ
ージシャンも登場し、その歌声に魅了さ
れた観客はアンコールの声をあげていま
した。
　火のアートフェスティバルを象徴する
イベントである登り窯での陶芸の焼成は、
７日に火入れ式が行われた後９日まで夜
を徹して行われ、窯から勢いよく吹き出
す煙と炎に訪れた人も興味津津。市内保
育園、小中学生の作品など計２００５点の作
品が１３００度の炎の中で焼成されました。

文化の薫りがする火と水の宴
火のアートフェスティバル２００５開催

中学校の取り組みを実感
環境市民会議委員と東部中生徒の「環境改善に向けた取り組み」の懇談会

　１０月６日、環境市民会議の委員の皆さんが東部中学校を訪れ、
環境改善に向けた取り組みについて、生徒の皆さんと懇談会を行
いました。
　まず生徒側からパソコンを使ったプレゼンテーションが行われ、
給食残飯をたい肥化してチンゲン菜を栽培する取り組みや節電調
査など省エネの取り組みについて５人の生徒が説明し、委員は感
心しながら聞いていました。続いて委員から実際の手法や調査の
仕方について質問があり、生徒は今まで気付かなかった点を確認
していました。懇談会を終えた生徒の皆さんは「知らない点を市
民から指摘していただいて勉強になりました。でもごみのポイ捨
てなど、肝心の大人のモラル低下を見るとがっかりすることもあ
ります。大人の皆さんがどう取り組んでいるかも興味がありま
す」と話していました。

　１０月１１日、「グリーンアルテミス」の皆さんが消防署を訪れ、ＡＥＤ（自
動体外式除細動器）を使った訓練を行いました。このグループは保健補導
員のＯＢ（ＯＧ）で応急手当普及員の資格をとった方が中心となり、救命
講習などでボランティアとして講師の補助をするなど幅広く活動していま
す。この訓練は、普段から心肺蘇生法などを訓練している皆さんの「一歩
先の救命法を学びたい」という熱意から実施されました。ＡＥＤとは、救
急現場において一般の人が除細動（電気ショック）を行うことができるよ
うに設計された機器です。普段から活動と訓練を重ねている皆さんとあっ
て、表情は真剣そのもの。齋藤つぢ子会長は「慌てずに手早く的確に救命
法を行うことが現場では重要なことです。私たちの活動が市民の健康生活
の一助になればと思っています」と話していました。

真剣な声、素早い手さばき…
本番さながらに「グリーンアルテミス」

の皆さんがＡＥＤ救命訓練

▲勢いよく煙と炎をあげる登り窯

▲出店は多くの来場者でにぎわいました

▲北御牧中学校吹奏楽部のステージ。楽し
　さいっぱい！
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ともに参加してともに語らう男女共同参画
まちづくり地区懇談会（北御牧地区）開催
　９月３０日、北御牧公民館で市男女共同参画推進会議の主催による
「東御市男女共同参画まちづくり地区懇談会」が開催され、約１００名
が参加しました。
　推進会議会長や市長のあいさつのあと、旧東部町で区長を務めた経
験がある田口美代子さんが講師として体験を報告。田口さんは「男性
の方々にも助けられながら区長の任期をまっとうできました。女性だ
からできない、男性だからできるということは今の時代では少なく
なっていると思います」と話していました。
　その後参加者はグループに分かれ、それぞれの経験や意見を述べ合
い、和やかな雰囲気の中にも熱のこもった懇談会となりました。

手づくりのおもちゃにふれて
子育て支援センターで「パパｔｒｙ」開催

　１０月１５日、子育て支援センターすくすくひろばで「パパｔｒｙ」が開
催され２０名が参加しました。この講座は就学前の子どもをもつ父親に子
育てにより参加してもらおうと企画され、今回は計３回のうちの１回目。
この日は「子どもとおもちゃ」と題し、おもちゃドクターの麻見明利さ
んを講師にむかえて新聞紙や広告でつくるおもちゃづくりに挑戦しまし
た。参加した市内の男性は「子どもと触れ合う一つのきっかけができま
した。こういう企画はいいですね」と話していました。講師の麻見さん
は「皆さんのアイディアや子どもの遊び方の多様さに驚きました。身の
回りのものを使って自分でおもちゃをつくる楽しさ、壊れてもなおして
大切に使う心を伝えたいです」と話していました。

みんなできれいな千曲川にしよう
千曲川クリーンエイド２００５実施

　１０月２日、東御市浄化センター
付近の千曲川において「千曲川ク
リーンエイド２００５」が実施され、
地元区や市内企業、市民の皆さん
など約１００名が参加して清掃活動
を行いました。参加した皆さんは
約１時間でアレチウリのトラック
５台分を駆除、カンやビニールな
どのゴミ１台分を回収しました。

明るく元気な笑い声に包まれて
デイサービスセンター「ともがき」で敬老感謝祭

　９月２５日、大石にある「ともがき」で感謝祭が行われ、
施設利用者など約４０名の皆さんが手づくりの祭りを楽しみ
ました。この日に備えて
施設職員は一週間前から
仕事の合間をぬって踊り
やセリフを練習。会場は
楽しい雰囲気に包まれま
した。

白球を追いかけて　第６回コトヒラ杯少年野球大会結果
　９月１９日、コトヒラ工業グラウンドにおいて、第６回コトヒラ杯少年野球大会
が行われました。この大会は野球スポーツ少年団間の交流大会として定着してお
り、市内の５団から９チームが参加しました。低学年から高学年が混じって交流
試合を行い、選手の全力プレーに応援に駆けつけた観客から盛んに声援が送られ
ていました。結果は次のとおりです。
　優　勝　滋野ＪＳＣ－Ａ
　準優勝　祢津スポーツ少年団
　３　位　和スポーツ少年団
　４　位　田中スポーツ少年団Ａ

で
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第2回  総合体育大会結果　10月２日　参加総数2,648名

３　　　　　　　位準　　優　　勝優　　　　勝部　　　　門競 技 種 目

祢　　　津・　和田　　　中滋　　　野軟 式 野 球

滋　野　Ａ和　　　Ｂ田　中　Ａ男子
ソフトボール

北　御　牧田　　　中祢　　　津女子

ら い で ん日 信 工 業コトヒラ工業男子
バレーボール

きたみまきA和　（飛鳥）祢　　　津女子

宮下　浩平・唐沢　拓也桜井　皓太・坂口　加緯藤巻　慧太・小沼　恵太小学５・６年男子

ソフトテニス

服部　綾佳・小泉　文佳丸山絵里奈・山崎　樺純大崎　華奈・柳原　奈桜小学５・６年女子

滝沢　昌志・武者　一輝持田　　厚・出沢　英一田口　智己・久保　　敦一般男子

柳沢　政勝・井出　光夫寺島　国夫・池田　一彦中島農夫彦・南沢　一郎成年男子

斎藤　福枝・碓氷　昌代柳沢真由美・飯島　育代一般女子

渡辺良子・（桜井ふじ子）・阿部美代子三井　敏子・細田あやこ成年女子

小川　弘子・飯島　綾子・桜井ふじ子近喰　和夫・関　　　剛矢野　義人・児玉　英雄壮年

青木　至人・戸田　太樹柘植　映結小田中　豊１年　男・女

剣　　　　道

高橋　竜平・野口　皇太今井　郁海白倉　雄太小学２・３年男子

土屋翔太郎・小泉　拓海正村　圭太丸山　修平小学４年男子

堀田　　廉・鳴沢　佳人原　　悠惟野口　　凌小学５年男子

戸田　拓馬・若林　滉季高橋　洸一依田　　健小学６年男子

西原　美聡・斉藤　水希高島　里歩小宮山　萌小学２・３年女子

荻原　佑佳・赤尾奈津実渡辺　祥子斉藤　由衣小学５年女子

土屋　彩乃小山　千絵渡辺　　舞小学５・６年女子

和剣道スポーツ少年団・東御市剣道教室北御牧剣道スポーツ少年団尚武館剣道スポーツ少年団団体

健☆チーズ・コトヒラＢや　　　ま田　　　中バスケットボール

CEREJA・サントスラモンスターファーム東 部蹴球サ ッ カ ー

金　井　B下八重原東西　宮　C総合優勝ゲートボール

羽田　秀倫・堀　　正明　小林　和己・桜田　誠一桜井　得二・田口　　勉桜井　俊哉・橋本　　信男子ダブルス
テ ニ ス

佐藤　京子・谷口久美子　桜田香代子・山崎　優子白倉ケイ子・山口　昌子中村　昌子・春原　嘉子女子ダブルス

花岡　遼太（田中小）・田中　優司（和小）羽柴　敦樹（滋野小）小林　耀平（祢津小）小学１・２年男子

柔　　　　道

小川　隼矢（和小）・宮森　映瑠（田中小）福島　仁紀（和小）松林　輝親（田中小）小学３・４年男子

渡部　真博（田中小）・斉藤　雄高（祢津小）東　　鉄也（田中小）宮森　奎成（田中小）小学５・６年男子

友野　　葵（祢津小）・鳴沢美沙季（北御牧小）田中　　愛（和小）上原万智子（田中小）小学１～３年女子

小山　由香（田中小）・武井　理沙（北御牧小）坂口　仁美（田中小）福島布美夏（和小）小学４～６年女子

坂口　龍磨（東部中）・上原　英己（東部中）小山　将太（東部中）山本　裕和（東部中）中学生男子

鳴沢　　力・富沢　貴志中村　文彦中西　正美一般の部

五十嵐　寿（田中）戸田　裕子（和）飛知和明弘（滋野）個人近的の部

弓　　　　道
松山　彩奈（北御牧）荻原　清人（北御牧）押金　　孝（和）個人遠的の部

石川　翔太（和）安藤多衣子（田中）渡辺　哲也（田中）個人初心者の部

田　　　中滋　　　野　　和団体

荻原　清吾山岸　忠男小田中時太郎 ８０才以上男女の部

マ レ ッ ト
ゴ ル フ

�沢　　譲竹内　佳郎丸山　　保 ７０～７９才　男

伊藤　義一荻原　金男宮坂　勝也 １8才～６９才男

北沢　幸子西沢　徳子木内美奈子 ６８才～７９才女

細山　文子田畑　稚子六川美千代 ６７才以下女

スィートピーアルバローザビ ー ン ズビーチボール

竹村　幸夫柳沢　幸江岩下千代子フライングディスク

身障者協会 小野沢由充長岡　英雄卓球

田　　　中　　和北　御　牧ゲートボール

参加者３５名ヘルシーダンス

ジャンピングナイターズ（和小）４竹サーティーンファイターズ（和小）ドラゴンファイターズ（和小）ロープジャンピング１０

チャレンジ
・ザ・ゲーム

４－１ひまわり（滋野小）祢津っ子5－2（祢津小）4－2乙女グループ（滋野小）１輪車リレースピードの部

なかよし４人組（田中小）ちゅうりっぷB（くるみ幼稚園）和小ピーチガールズ（和小）１輪車リレータイムの部

大ちゃんズ（祢津小）和ドラゴン桜（和小）和ぴょんぴょんファイターズ（和小） １０人馬跳びリレー

中垣内智仁（和小）笹平　　毅（北御牧小）小学４年以下男子

卓　　　　球

花岡　美祈（祢津小）・橋本　美空（田中小）丸山　茶和（和小）阿部華奈子（和小）小学４年以下女子

山本　誠也（祢津小）・土屋　法之（和小）柳沢　雅希（祢津小）花岡　尚人（祢津小）小学５・６年男子

丸山　晴佳（和小）・春原　エミ（和小）高木　優佳（田中小）小泉　　悠（和小）小学５・６年女子

加藤　広之・井澤　圭佑塚原　将太福井　和馬中学生男子

小泉　佳菜・横山　朋美大村　千明浅海　文香中学生女子

田中　智章・佐藤　　昌倉見　　勝宮坂　伸勝一般男子

梅香　美咲・石澤　加菜小林美沙子小林　洋子一般女子

北 御 牧 A・滋　　　野田　　　中祢　　　津団体戦

竹花　弘子樋村　昭三中村　　元グラウンドゴルフ
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遊休荒廃農地をなくし
農地の有効利用を
図りましょう

▲農地パトロールは農業委員により積極的に行われている

農業委員会
コーナー
編集　東御市農業委員会
　　　�64－0535　　  

№ 4
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▼　

月　

日
は
新
潟
県
中
越
地
震
が

１０

２３

発
生
し
て
か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
日
。

い
ま
だ
に
道
路
な
ど
基
盤
施
設
の
復

旧
が
な
ら
ず
、
仮
設
住
宅
で
生
活
す

る
方
々
が
約
９
１
０
０
人
と
、
あ
の

地
震
が
い
か
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残

し
た
か
が
感
じ
取
れ
ま
す
▼
こ
の
地

震
で
注
目
さ
れ
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
こ
の
地
震
だ
け
で
な

く
、
各
地
で
起
こ
る
風
水
害
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
災
害
時
だ
け
の
こ

と
で
は
な
く
、
市
内
で
も
福
祉
、
子

育
て
、
環
境
、
安
全
、
ま
た
火
の
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
様
々
な
分
野
で
多
く
の
方
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
取
材
で
お
話
を
聞
く
た
び
に

自
ら
の
意
志
で
行
動
す
る
そ
の
熱
意

を
感
じ
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
ま
す

▼
現
代
は
世
界
・
国
・
地
域
ど
の
レ

ベ
ル
で
も
課
題
が
あ
り
、
解
決
方
法

を
巡
っ
て
対
立
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
多
少
考
え
が
違
っ
て

も
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
す
る
と
い

う
そ
の
心
と
心
が
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
、
私
た
ち
の
子
孫
か
ら
ほ
め
て
も

ら
え
る
こ
と
が
一
つ
で
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
―
―
と
ふ
と
考
え
た
一

日
で
し
た
。　

（
市
報
担
当　

久
保
）
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集
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世帯数
11,126世帯（＋17）

総人口
32,145人（＋16）
男 15,804 人 （＋７）
女 16,341人 （＋９）

（１０月１日現在）

人の動き

転入122人（＋６）
転出122人（＋20）
出生  30人（＋９）
死亡  14人（－８）
 ※カッコは９月対比

　

去
る　

月
３
日
の
信
濃
毎
日
新
聞
の
朝
刊　

面

１０

１５

に
「
美
の
ふ
る
さ
と　

信
州
近
代
美
術
家
た
ち
の

物
語－

青
木
繁
」
と
題
し
、
青
木
繁
の
代
表
作
「
海

の
幸
」「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
と
、
青
木

繁
が
「
海
の
幸
」
を
描
い
た
房
州 
布  
良 
か
ら
親
友

め 

ら

梅
野
満
雄
宛
に
出
し
た
「
房
州
絵
入
書
簡
（
当
館

蔵
）」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
青
木
繁
の

「
男
の
顔
」
と
絵
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　

新
聞
の
文
中
に
�
東
御
市
梅
野
記
念
絵
画
館
に

は
、
繁
が
妙
義
を
歩
い
た
時
の
素
描
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
満
雄
が
所
蔵
し
て
い
た
「
妙
義
画
稿
」

と
呼
ば
れ
る
作
品
群
だ
。
小
諸
の
旅
館
で
記
し
た

宿
帳
の
複
写
も
あ
る
。
そ
の
職
業
欄
に
繁
は
偉
そ

う
に
「
画
伯
」
と
書
い
て
い
る
。
当
時
、
繁
は
数

え
年
で
二
十
一
歳
だ
っ
た
が
、
宿
帳
に
書
い
た
年

齢
は
二
十
四
歳
。
こ
ん
な
�
背
伸
び
�
も
む
な
し

く
、「
お
引
取
り
を
…
」
と
は
、
お
か
し
く
て
涙

が
出
る
。
�
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
明
治　

年　

月
か
ら　

３５

１１

１２

月
ま
で
郷
友
坂
本
繁
二
郎
、
丸
野
豊
と
と
も
に
三

人
で
妙
義
写
生
旅
行
に
出
掛
け
、
中
ノ
岳
社
務
所

の
２
階
を
借
り
一
か
月
に
わ
た
り
滞
泊
し
た
後
の

こ
と
で
す
。
妙
義
で
の
滞
在
後
、
一
行
は
小
諸
の

つ
る
や
旅
館
に
泊
ま
り
、
島
崎
藤
村
や
丸
山
晩
霞

に
出
会
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
生

旅
行
は
貧
乏
学
生
の
旅
だ
っ
た
の
で
、
つ
る
や
旅

そ
の　
１９

　
　
　
　
　

『
男
の
顔
』　
　

青  
木　
　

繁

「男の顔」　　鉛筆・着彩　1902年　12.6×10.8

館
に
投
宿
す
る
こ
ろ
に
は
無
一
文
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
青
木
は
一
計
を
案
じ
、
ワ
ッ
ト
マ
ン

紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
カ
ラ
ー
（
襟
）
を
つ
く
っ

て
洋
服
に
つ
け
、
宿
帳
に
は
年
齢
に
鯖
を
よ
ん
で

記
入
し
投
宿
し
ま
し
た
。
画
伯
と
い
う
ふ
れ
こ
み

で
好
待
遇
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
化
け

の
皮
が
は
が
れ
て
き
て
宿
賃
の
督
促
を
受
け
、
島

崎
藤
村
や
丸
山
晩
霞
が
訪
ね
て
き
て
信
用
を
回
復

し
た
の
も
束
の
間
、
や
は
り
無
銭
旅
行
の
画
学
生

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
坂
本

は
金
策
の
た
め
に
退
宿
、
青
木
と
丸
野
は
「
人
質
」

と
し
て
残
留
し
、
坂
本
か
ら
の
送
金
に
よ
り
よ
う

や
く
つ
る
や
旅
館
を
出
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
「
男
の
顔
」
は
「
ヒ
ゲ
」
と

い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
丸
野
豊
の
顔
で
、
青
木
の

妙
義
画
稿
の
一
点
で
す
。
こ
の
妙
義
画
稿
は
青
木

の
早
熟
な
天
才
的
才
能
を
示
す
デ
ッ
サ
ン
群
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
こ
の
「
男
の
顔
」
は

妙
義
画
稿
中
の
佳
品
と
し
て
広
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
丸
野
豊
は
福
岡
県
の
中
学
明
善
校
で

青
木
繁
と
と
も
に
画
家
を
志
し
、
東
京
美
術
学
校

西
洋
画
科
を
卒
業
、
生
涯
を
美
術
教
育
に
捧
げ
、

戦
後
も
図
画
教
師
と
し
て
天
衣
無
縫
の
生
涯
を
終

え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
文　

梅
野
隆
館
長
）


